
・EndNote online上で文献を検索し、文献情報を登録

・データベースで検索した文献の情報を転送

・参考文献リストの自動作成

・論文投稿ジャーナルの推薦

・他ユーザーとの文献情報の共有

EndNote onlineでできること
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1. アクセス方法

EndNote onlineのログイン画面へは、図書館Webサイト上の「データベース
一覧」からアクセスできます。

https://lib.kobe-u.ac.jp/

図書館Webサイト

EndNote onlineのアカウント（Web of Scienceと共
通）を作成済の方は、サインイン画面にEメールアド
レスとパスワードを入力して、Sign in アイコンをク
リックすることでログインできます。

https://lib.kobe-u.ac.jp/
https://lib.kobe-u.ac.jp/
https://lib.kobe-u.ac.jp/


2. 新規登録方法

EndNote onlineの利用には事前の登録が必要です。新規登録は、学内ネット
ワーク環境から行います。アカウントの期限は、学内ネットワーク環境から
の最終ログイン日から1年間です。

パスワードは8文字以上で、
文字・数字・記号をそれぞれ
1文字以上含んでおく必要が
あります。
必要事項を入力して、Register 

をクリックすると登録した
Eメールアドレスに確認メール
が送信されます。

登録内容の変更

パスワードやEメールアドレスの変更は、EndNote online画面上部のオプショ
ンタブから行えます。



3. オンライン検索機能

一部のデータベースについては、EndNote onlineの画面上で直接データベー
スを検索し、文献情報を取り込むことができます。

例）Web of Science Core Collection

「文献の収集」>「オンライン検索」で検索
したいデータベースをプルダウンから選択
します。

①

よく使うデータベースは「お気に入りを選択」から
マイリストに登録しておくと便利です。

選択したデータベースで論文等を検索します。②

検索結果の一覧から EndNote online に保存
したい文献を選択してチェックを入れ、

「グループに保存」のプルダウンから保存先
グループを選択することで文献情報を転送
できます。

③

オンライン検索は
EndNote online上で全
ての過程を行えるため、
とても便利な機能です。



4. ダイレクトエクスポート機能

一部のデータベースでは、検索した論文の文献情報をデータベース上から
直接EndNote online上に転送できます。

例）Web of Science Core Collection

論文詳細情報画面上部の「エ
クスポート」から「EndNote 

online」を クリック。
レコードコンテンツで転送す
る項目を選択し、「エクス
ポート」をクリックします。
転送が完了すると画面上部に

アイコンが表示されます。

①

転送された文献情報は、
「マイレファレンス」内の
「未整理」グループに保存
されます。

「グループに追加...」のプル
ダウンから保存先グループ
の変更や、新しいグループ
の作成が行えます。

②



5. レファレンスのインポート機能

ダイレクトエクスポート機能が使えないデータベースから文献情報を転送す
る場合は、文献情報の記載されたファイルを一度PC上に出力し、そのうえで
EndNote onlineにデータをインポートする必要があります。

例）CiNii Research

論文詳細情報画面右側の「書き出し」から
「EndNoteに書き出し」を選択し、ファイル
をPC上に保存します。

①

「文献の収集」>「レファレンスのインポー
ト」で①で書き出したファイルを選択し、
インポートオプションとインポート先のグ
ループを選択してインポートを行います。

②

よく使うインポートオプションは
「お気に入りを選択」からマイリスト
に登録しておくと便利です。

「CiNii Research」から書き出した
ファイルをインポートする際には、
「RefMan RIS」を選択してください。



6. 主なデータベースからの取り込み方法

データベース名 出力形式
インポート

オプション

神戸大学附属図書館OPAC ダイレクトエクスポート(CWYWプラグイン)

CiNii Research / Books / Dissertations ※ EndNoteに書き出し RefMan RIS

JDreamIII Refer/BibIX EndNote Import

PubMed(New PubMed) (Save > Format)PubMed PubMed(NLM)

医中誌WEB ダイレクトエクスポート (EndNote web)

Web of Science Core Collection ダイレクトエクスポート(EndNote onlineに保存)

EBSCOhost提供のデータベース

PsycINFO・PsycARTICLE, EconLit, CINAHL等
ダイレクトエクスポート (EndNote web)

OVID EndNote MEDLINE(OvidSP)

SciFinder Tagged Format(*.txt) SciFinder(CAS)

Google Scholar ※ ( [引用] > RefMan) RIS RefMan RIS

その他のデータベース・電子ジャーナルサイト RIS RefMan RIS

※CiNiiとGoogle ScholarはCWYWプラグインをインストールすることでダイレクトエクスポート
できるようになります。



7. 新しいレファレンスの入力

ダイレクトエクスポートも文献情報の書き出しも行えない場合には、文献情
報を手動で入力することも可能です。

各項目をクリックすると
入力画面が開きます。

本文ファイルを添付したり
（1アカウントあたり2GBま
で）、本文公開ページのURL
を記録したりすると、文献情
報登録後に簡単に文献の本文
を閲覧できます。



8. マイレファレンス

マイレファレンスの画面では、登録先グループの変更や、内容の編集、不要
な文献情報の削除など、文献情報の管理を行えます。
情報源サイトへのリンクや添付ファイルの確認などもこの画面から行えます。



9. 入力した文献情報の編集

データベース等から転送した文献情報は、マイレファレンスから各論文タイ
トルをクリックすることで、内容の編集を行えます。

編集したい項目の箇所をク
リックすると編集用の入力窓
が開きます。
記入事項の変更後には、入力
窓以外の箇所をクリックする
と変更内容を保存できます。

日本語論文の著者名を日本
語表記から英語表記に変更
したい場合などに便利です。



10. 本文等へのリンク

各文献情報に本文ファイルや図表などのファイルを1アカウントにつき最大
2GBまで添付して保存できます。

ファイルの添付

書誌情報等へのリンク
データベースから登録した文献情報には「情報源レコード」や「URLに移
動」のリンクが付いています。クリックすると、各データベースの論文詳細
情報画面にリンクします。URLは自分で自由に付与することもできます。

Find it! Kobe Univ.

学内ネットワーク環境下でEndNote onlineを利用すると
のアイコンが表示されます。このアイコンをクリックすると本文提供サイト
や神戸大学OPACの検索画面などリンクが表示されます。



11. グループの管理と共有

EndNote online上に作成した文献情報のリストは、グループごとに他の
EndNoteユーザーと共有できます。共有したグループの情報は、各ユーザーで
編集することも可能です。ただし、添付ファイルは共有されません。

共有方法

「共有の管理」をクリックして、共有したいユーザーのEメールアドレス（EndNote

に登録しているもの）を入力し、アクセス権限を「読み取り専用」「読み書き」の

いずれから選択して、「適用」をクリックします。

①

チェックボックスにチェックを入れると、 のアイコンが表示され、他のユーザー

との共有が開始されます。

②

このページでは共有のほか
にグループ名の変更や削除
が可能です。
削除したグループに収録さ
れていた文献情報は「未整
理」グループに移動します。



12. 「引用文献リスト作成」タブ

●文献リストの自動作成
収集した文献情報から自動で参考文献リストを作成できます。

「レファレンス」からリストを作成
したいグループを選択し、「書誌ス
タイル」で参考文献のスタイルを決
定します。
その後「ファイル形式」を選択する
ことで文献リストをダウンロードで
きます。

ファイル形式について

・HTML: Web上で表示され、斜体や太字等の判別ができます。

・TXT(plain text file): 文献情報のみが出力されます。

・TXT(rich text file): 文献情報が斜体や太字も含み出力されます。

・レファレンス：出力したい

グループもしくは全文献

データを選択します。

・スタイル：出力形式を選択

します。

●収集したデータのエクスポート



13. 引用文献のフォーマット

本文中の引用箇所に、出典の情報を {著者の姓, 出版年} の形式で記載しておく
と、文中での引用の表記方法（バンクーバー方式・ハーバード方式など）や参考文献
リストのレイアウトを簡単に作成／変更できます。

本文中の引用箇所に｛著者の姓, 出版年｝の形で
出典の情報を記載し、リッチテキスト形式で保存
します。

例）APA 6th 例）J Petrology



14.Wordで論文を執筆しながら挿入

CWYW（Cite While You Write）プラグインをダウンロードすると、論文を書きな
がら文献情報の挿入ができます。

スタイルを変更出典を挿入



15. 投稿ジャーナルの推薦

自分が執筆した論文のタイトルと抄録を入力することで、自分の論文の内容
に合致した順にジャーナルの一覧が表示されます。
「View profile page」をクリックすると、その雑誌の出版社、出版国、言語
などの他、ジャーナルインパクトファクターも確認できます。

推薦された雑誌一覧の左側の絞込で、更に条
件を追加したり、右上のプルダウンから並び
替えたり出来ます


